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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 18年 3月 20日 (2006.3.20)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 前 記 （ ｂ ） の 方 法 は 、 モ ー タ が 動 作 中 、 共 振 振 動 を 発 生 す る と き に 起 こ る 、 電 流 振 幅 値
が 周 期 的 に 大 小 を 繰 り 返 す 電 流 ア ン バ ラ ン ス を 検 出 し 、 そ の 偏 差 量 が 最 小 に な る ま で 、 順
次 、 速 度 制 御 回 路 の 比 例 、 積 分 ゲ イ ン や 共 振 時 第 ２ ゲ イ ン 設 定 を 繰 り 返 し て 、 該 モ ー タ の
共 振 振 動 が 最 も 小 さ く な る 最 適 な ゲ イ ン を 設 定 す る 技 術 で あ り 、 モ ー タ 電 流 波 形 が 共 振 時
と 非 共 振 時 で 異 な る こ と に 注 目 し た 制 御 方 法 で あ る こ の 方 法 で は モ ー タ 電 流 を 検 出 し て
、 モ ー タ 電 流 情 報 を CPU（ 中 央 処 理 装 置 ） に フ ィ ー ド バ ッ ク し な け れ ば な ら な い 。 そ の た
め 、 該 制 御 方 法 は A／ D変 換 器 を 必 要 と す る 。 ま た 、 モ ー タ 電 流 波 形 の 解 析 や 制 御 部 の ゲ イ
ン 変 更 に 伴 う 演 算 の た め に 、 CPUの 計 算 量 が 多 く な る 。 こ れ は 高 性 能 の CPUを 必 要 と す る 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 少 な く と も 速 度 コ マ ン ド 信 号 ま た は 時 系 列 に 並 ん だ パ ル ス 列 の 位 置 コ マ ン ド 信 号 力
さ れ る 制 御 器 に よ り 、 モ ー タ を 制 御 す る た め に 必 要 な 制 御 信 号 を あ る 周 期 で 出 力 し 、 該 制
御 信 号 に 従 い 、 電 流 制 御 器 か ら モ ー タ 駆 動 電 流 を 出 力 し て 、 前 記 モ ー タ を 制 御 す る 方 法 に
お い て 、 前 記 速 度 コ マ ン ド 信 号 、 ま た は 前 記 パ ル ス 列 の 位 置 コ マ ン ド 信 号 か ら 求 め ら れ る
速 度 コ マ ン ド 信 号 が 、 前 記 モ ー タ の 回 転 に 振 動 が 発 生 す る 回 転 速 度 範 囲 内 に あ る と き 、 ま
た は 振 動 状 態 に な る 可 能 性 が あ る と き 、 前 記 制 御 器 か ら の 制 御 信 号 の 出 力 周 期 を 変 更 し て
、 該 モ ー タ の 回 転 の 振 動 を 抑 え る 方 法 で あ る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 １ お よ び 図 ２ に お い て 、 制 御 対 象 と し て の 前 記 モ ー タ ２ は 、 固 定 子 と 回 転 子 と か ら な

。
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る ３ 相 ブ ラ シ レ ス 構 造 と し 、 そ の 回 転 子 の 外 周 に は １ ０ 個 （ 対 極 数 ５ ） の 磁 石 が 等 分 に
配 設 、 固 定 さ れ て お り 、 交 互 に そ れ ぞ れ Ｎ 極 、 Ｓ 極 に 着 磁 さ れ て い る 。 す な わ ち 、 該 回 転
子 は 、 そ の 外 周 に 配 設 さ れ て い る 該 磁 石 が 、 円 周 方 向 に 隣 接 す る の 極 性 が 互 い に 反 対
に な っ て い る 。 　 そ し て 、 該 モ ー タ ２ は 、 前 記 電 流 制 御 器 ４ に よ り 、 印 加 電 圧 が そ れ ぞ れ
１ ２ ０ ゜ の 位 相 差 の 通 電 モ ー ド で 励 磁 さ れ 、 そ の 固 定 子 上 に 形 成 さ れ て い る 磁 極 と 前 記 回
転 子 の 磁 極 と が 、 図 示 し な い 同 期 運 転 に 必 要 な セ ン サ を 介 し て 、 常 に 同 期 さ れ る よ う に モ
ー タ 駆 動 電 流 ９ が 制 御 さ れ て い る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 前 記 モ ー タ ２ の 回 転 数 が ５ ０ ０ ｒ ｐ ｍ の 場 励 磁 シ ー ケ ン ス を 変 更 す る 周 波 数 Ｆ eは
、 下 記 の よ う に な る 。
Ｆ e＝ ３ ０ ・ ５ ０ ０ ／ ６ ０ ＝ ２ ５ ０ Ｈ ｚ ＝ Ｆ s
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ １ 】
　 こ の 場 合 、 Ｆ eと Ｆ sの 間 に は 、 Ｆ e／ Ｆ s＝ １ の 関 係 が 成 り 立 つ 。 こ の 回 転 数 に お い て 、
該 モ ー タ ２ 、 振 動 発 生 す る 。 さ ら に 、 該 モ ー タ ２ の 回 転 速 度 が 高 く な り 、 Ｆ e
／ Ｆ sの 値 が 任 意 の 整 数 に な る 回 転 速 度 （ 例 え ば 、 1000rpm,1500rpm,2000rpm,‥ ‥ ） に お
い て も 転 速 度 に 振 動 が 発 生 す る 。 こ の よ う に 、 Ｆ e／ Ｆ sの 値 が 整 数 に な る 回 転 速 度 と
そ の 周 辺 に お い て 、 該 モ ー タ ２ の 回 転 速 度 の 振 動 が 大 き く な り 御 性 が 劣 化 す る 。
【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 さ ら に 、 図 に よ る 説 明 は な い が 、 制 御 周 期 を 、 あ る 範 囲 内 で 無 作 為 に 変 更 す る こ と に よ
り 、 Ｆ e／ Ｆ sの 値 が 整 数 に な る 頻 度 を 低 く す る こ と が で き る 。 こ れ は 、 制 御 周 期 を 頻 繁 に
変 更 し 、 か つ モ ー タ ２ の 回 転 速 度 が 一 定 で あ る 場 合 に 、 大 き な 効 果 が 現 れ る 。
【 手 続 補 正 ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 ま た 、 さ ら に 前 記 速 度 コ マ ン ド 信 号 ６ 、 前 記 モ ー タ ２ の 速 度 信 号 ７ 、 モ ー タ 駆 動
電 流 検 出 信 号 １ ３ 等 か ら 得 ら れ る 情 報 、 ま た は そ れ ら を 使 っ た 演 算 か ら 、 前 記 モ ー タ ２ の
回 転 が 振 動 状 態 、 ま た は 振 動 状 態 に な る 可 能 性 が あ る と き は 、 前 記 制 御 器 ４ か ら 出 力 さ れ
る 制 御 信 号 ８ の 出 力 周 期 を 変 更 し て 、 該 モ ー タ ２ の 回 転 の 振 動 を 抑 え る こ と が で き る 。
　 こ れ ら の 方 法 に よ り 、 該 モ ー タ ２ の 前 述 の 振 動 を 解 消 、 ま た は 軽 減 、 ま た は 十 分 抑 制 す
る こ と が で き る 。
【 手 続 補 正 ８ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
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【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 ま た 、 本 発 明 の モ ー タ 制 御 方 法 に よ れ ば 能 の 低 い CPUに よ り 実 現 で き る の で 、 従 来
の 方 法 よ り 、 コ ス ト を 削 減 す る こ と が で き る 。 す な わ ち 、 演 算 速 度 の 遅 い CPUを 使 っ た 前
記 制 御 器 で も 、 前 記 モ ー タ を 、 特 定 の 回 転 速 度 で 発 生 す る 振 動 を 抑 制 、 解 消 し て 、 高 速 ま
で 安 定 に 制 御 す る こ と が で き る と い う 効 果 を 奏 す る 。
【 手 続 補 正 ９ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 符 号 の 説 明
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
　 　 【 符 号 の 説 明 】
　 １ ， １ １ 　 モ ー タ 速 度 制 御 シ ス テ ム
　 ２ 　 モ ー タ
　 ３ 　 制 御 器
　 ４ 　 電 流 制 御 器
　 ５ 　 速 度 セ ン サ
　 ６ 　 速 度 コ マ ン ド 信 号
　 ７ 　 モ ー タ 速 度 信 号
　 ８ 　 制 御 信 号
　 ９ 　 モ ー タ 駆 動
　 １ ２ 　 モ ー タ 駆 動 電 流 検 出 器
　 １ ３ 　 モ ー タ 駆 動 電 流 検 出 信 号
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